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四季が織り成す美しい自然の中で、日本人は豊かな感性を育んでき

ました。そのため、日本語には、想像力をかき立てる美しい言葉や表

現が数多く存在しています。しかし、近年では、若い人たちを中心に、

その美しい日本語が失われ、言葉の乱れが目につくようになっていま

す。「すごい」「かわいい」「超」などという、単純な言い方で全てを表現

している若者を見たこともあるかと思います。これは、現代人の「表現

力」や「語彙力（ボキャブラリー）」の欠如を意味していると言えるので

はないでしょうか？

そこで、本講座では、豊かな「表現力」を身につけるために必要な、

「INPUT（受け取り、考える力）」と、「OUTPUT（言葉を使い、いい表す

力）」の力を養っていきます。第１章で全体像を学び、第２章では、物

事を的確にとらえ、それを正しく再現する「事実を伝える力」。第３章

では、主観的な考え方を、客観的な考え方に換える「気持ちを表す力」。

第４章では、さまざまな角度から物事を見極め、立体的にとらえる「言

葉を言い換える力」という流れで、それぞれの観点から「表現力」を学

びます。さらに、確実なスキルアップを目指すために、各章ごとに、そ

の章で学んだことを、楽しみながら行える実践形式のトレーニングが

ついています。積極的に言葉を使い、感性や語彙力をレベルアップさ

せましょう。

豊かな表現をするためには、物事を正しく観察し、それを考えること

で理解するというプロセスが大切です。本講座では、そうした「考える

力」の向上までを含めて、さまざまな角度から学んでいきます。

はじめに
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テキストブック（本テキスト） 

2か月間の学習スケジュール 

学習テキストで学んだ３つのポイントに沿って、それぞれ５段

階のレベルに分けてトレーニングを行います。また、ポイントご

とのトレーニングに加えて、複合的なトレーニングも用意され

ています。全４章で構成されているので、１週間に１章のペー

スで学習を行うとよいでしょう。なかには難しいトレーニングも

ありますので、自分の好きなトレーニングや、やりやすいものか

ら始めても構いません。 

第1章では感性やボキャブラリーが必要な理由、第2～4章で

は表現力を高めるための方法を、３つのポイントに分けて学

習します。第2～4章では、表現力を高める上で必要な力につ

いて学んだ後、それについての簡単なトレーニングを実際に

行います。１か月目は練習と考えて、気軽にトレーニングを行

ってみましょう。全４章で構成されているので、１週間に１章の

ペースで行うとよいでしょう。 

トレーニングブック 

1
か月目 

1st
week

2nd
week

3rd
week

4th
week

添削課題 

1

check

check

check

check

2
か月目 

1st
week

2nd
week

3rd
week

4th
week

添削課題 

2

check

check

check

check

2か月目の学習が終了したら、添削課題の第二単元を行います。
テキストに記載されたトレーニングの応用問題なので、テキストの
解説部分などを参考にしながら解答を記入してください。 

1か月目の学習が終了したら、添削課題の第一単元を行います。
分からない部分はテキストを読み返しながら、解答を記入してくだ
さい。 

本講座の学習の仕方 
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各章の最後の、 
トレーニングページについて 

・ 書き込みスペースが小さい場合は、ノートなどに解答を記入してください。 

・答えが見えて気になる場合は、右ページ（解答例と解説）を下敷きなどで隠し
ながら解答してください。 

・解答が思いつかないときは、他の人も交えてトレーニングを行ってみてください。
1人で行うよりも、さまざまな表現が飛び出してきます。 

・ 第２巻のトレーニングは、必ず第１巻を学習してから行ってください。 

トレーニングを行う際の注意点 トレーニングを行う際の注意点 
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何かを体験したときは、誰でもそれに対して自分なりの感想や感じ

方、感動などがあるはずです。そこで、このトレーニングでは、感じた

ことをたくさんの言葉にすることで、印象や感動を客観的な考え方に換

える力を養います。

4 感じたことをそのまま言葉にしよう

設問

1

Training1

公園に散歩に行ったとき

設問

2
サッカー観戦したとき

設問

3
初めて訪問した仕事先で、これから一緒に仕事を行う人達と会議をしたとき

体験したときのことを、ディティールにまでこだわり、リア
ルなイメージを頭に描くことが大切です。そのときの季節、
時間帯、周囲の人々、天気、色、音、風、匂い、空気感など、
五感を刺激するさまざまなことを思い出しましょう。

ONE POINT

設問に示された行動をとった際に感じたことを、言葉にしてみましょう。

31

①事実を伝える力…ありのままを伝える表現力を身につけよう 第2章

回 答 例 と 解 説

回 答 例

初めて訪問した仕事先で、これから一緒に仕事を行う人達と
会議をしたとき

・自己紹介のとき、もう少し何か印象的なことを言えば良かったと思った。

・担当者が細かい人だったので、気を引き締めなければと思った。

・プロジェクトに対して、とても意欲的な会社だと思った

・初めての会議なのでとても緊張し、言葉が震えてしまった。

・広くてゆったりとした会議室だった。

サッカー観戦したとき

・ホームチームを応援するために、お揃いのユニフォームを着た人が大勢

いた。

・ゴールが決まったときは、まるでスタジアムが揺れているように感じた。

・大きな声で応援するのは、とても気持ち良かった。

・応援していたチームが勝って、涙が出そうになるほどうれしかった。

・応援でほてった顔に、夜風が気持ち良かった。

公園に散歩に行ったとき

・満開の桜で埋め尽くされた公園の中を歩いて気持ち良かった。

・爽やかな風にのって、桜の花びらが自分の頭に落ちてきた。

・たくさんの家族が公園の芝生の上で遊んでいた。

・犬を連れた人たちが、たくさん集まって楽しそうに会話をしていた。

・ぽかぽかとした春の陽気が気持ち良くて眠くなってしまった。

1

解 説

さまざまなシーンで、人はいろんなことを感じています。その感じた

ことを、主観的な加工をせずそのまま伝えるためには、そのときその場

にいた自分を、第三者的な立場から見つめることになります。自分は事

実をそのまま映し出すテレビカメラだと頭の中でイメージし、現実をそ

のまま言葉に言い表してみましょう。

2

3

トレーニングを行うにあた
って、どのような考え方で
この設問に取り組めばい
いのかが説明されています。 

設問は、身近な題材を取
り上げています。自由な発
想で、楽しみながら答えを
考えましょう。 

解答を考えるときのヒント
が書かれています。解答
例や解説を読む前に、こ
のワンポイントを読んで自
分なりの答えを考えてみま
しょう。 

どの設問も、人によってさまざまな解答
となることでしょう。そこで、あくまでも参
考にしていただくために、解答例の１つ
としてあげています。解答を考える前に
参考にしたり、自分の解答と見比べた
りしてください。 

解答例の導き出し方や、このトレーニングによってどの
ような力がつくのかを説明しています。設問の意図が
わかりにくい場合や、解答が思い浮かばない場合など
は、解答例とともに先に読んでも構いません。解答を
導くための手助けとなるようなポイントが書かれています。 

解　説 

本　文 

設　問 

ONE POINT

解答例 
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第 章 

「あなたの言葉、足りていますか？」

1
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日本には春夏秋冬の美しい四季があり、その移り変わる四季が私た

ち日本人の心を豊かにしています。四季が織り成す美しい自然が、日本

人の感性を豊かにしてくれたのです。その素晴らしい自然を情景豊か

に表現することができる美しい言葉が日本語です。目で楽しみ、肌で感

じながら、情景の１つひとつが心の琴線に触れることで、さまざまな表

現となって溢れ出し、そこから色とりどりの言葉が生まれました。日本

語は、四季を感じることのできる島国・日本という素晴らしい環境の中

で豊かに育まれてきたと言えるでしょう。

今、その美しい日本語が、現代社会の中で、徐々に失われつつある

ことに気がついていますか？　

美しい日本語には、想像力をかき立てるさまざまな表現があります。

たとえば、深みのある色合いを表現するにしても、「濃密な紺色」「奥行

きがある紺色」「こっくりした紺色」など、いくつもの言葉でただの紺色

ではない微妙なニュアンスを表現することができます。しかし、近年で

は、この日本語らしい微妙なニュアンスを使えない日本人が増えている

ようです。「すごい○○！」や「超○○！」という表現ばかり耳につくのは、

その象徴とも言えます。他に、言葉を略したり言い換えたりする若者言

葉や、業界用語と呼ばれる隠語が流行るなど、言葉が失われているだ

けではなく、言葉そのものが違うものに変わってきているのです。

もともと言葉は、自らの思いや考えを、自分以外の多くの人々に伝え

るための手段として生まれました。しかし、情報を伝えるだけの手段で

言葉を忘れてしまった日本人1
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しかなかった言葉は時代とともに変化します。生活圏が広がるにした

がって人が接する物事の対象が増え、相手によりわかりやすく伝えるた

めに言葉が使われるようになりました。こうして、多くのことを伝えようと

した結果、日本語らしいさまざまな表現が生まれてきたのではないでし

ょうか。

たとえば「水」を表現するときに、「青く清らかな水」などと、より具体

的に水の性質や状態を説明することで、ただの「水」ではないことを表

すことができます。日本語はこのように、形容詞的修飾語を数多く持っ

ており、対象に合わせて美しく表現を変えることができるのです。

しかし、現代の日本人、とりわけ若者は、このような具体的な表現を

省いてしまい、ただ言葉の前に「すごい」や「超」をつけることですませ

てしまう傾向が見られます。満開の桜を眺めながら、「超きれい」のひ

と言で片付けてしまう。これでは、風情も情感も感じることはできませ

ん。満開の桜がどのような状態だからきれいなのかもわからず、その桜

のどんなところに感動したのかも伝わらないまま、ただ「きれい」と感じ

たことを曖昧に強調しているだけと言えるでしょう。

さらに多様な日本語を使わなくなってきただけではなく、多くの人が

外来語の単語を交えて、コミュニケ－ションをとるようにもなってきてい

ます。たとえば、この「コミュニケーション」もその１つと言えます。これ

を日本語で言い換えるなら、「人間同士で意思や感情、思考を伝達し合

うこと。言語・文字・身振りなどを媒介として行われる情報伝達」とい

った意味になりますが、これをたった１つの単語で言い表しているので

す。他の言語を柔軟に取り入れられるのも日本語の良いところですが、

なんでもかんでも外来語に言い換えて、それを日本語で表現できないよ

うになってはいないでしょうか。

「あなたの言葉、足りていますか？」 第1章

豊かな表現を持つはずの日本語から、多様な表現が消え
ていっている！
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プレゼンテーションなどで、自分の考えを発表する場合、たくさんの

人が理解しやすくなるように、さまざまな具体例をあげながら説明して

いきます。これと同様に、物事や自分の気持ち、考えを相手に伝える

ためには、相手に合わせてたくさんの言葉を使い分けなければいけま

せん。より的確な言葉を選ぶことで、具体的で明確なイメージを伝える

のです。

では、豊富なボキャブラリーが必要となるのはどんなときで、ボキャ

ブラリーが少なくて困るのはどんなときなのか、身近な例で考えてみま

しょう。

自分が考えた新しい企画を誰かに伝えるとき、当然のことですが、

まだ相手には新しいことに関する情報はまったくありません。そんな状

態の相手に、ただ企画内容を伝えただけでは、なかなか理解してはも

らえないでしょう。理解してもらうためには、相手に伝わりやすい言葉

を選びながら、少しずつ相手に新しい情報を与え、企画の意図を説明

します。また、企画に至るきかっけとなった自分の想いを語ることも必

要でしょう。そのためには、相手が納得し理解するために必要なボキ

ャブラリーを、あなた自身が持っていなければならないのです。

あなたが旅行するときのことを考えてみましょう。旅先で出会った、

心に響くほどの美しい風景があります。旅行後、その感動を実際に見

ていない人に伝えるためにあなたならどうしますか？　ほとんどの人

が、写真を撮ることで風景を切り取り、それを直接見せることで感動を

伝えようとするでしょう。しかし、残念ながら写真を見せるだけでは、

あなたが受けた感動を伝えることができたとは言えません。写真を見

せながら、あなたの心に響いた感動をさまざまな言葉で表現すること

で初めて、あなたが体験した美しさを相手の心に焼き付けることがで

ボキャブラリーはどうして必要なんだろう2

上司・取引相手に新しい企画を説明するとき1

旅行先で見た感動的な風景を他人に伝えるとき2
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きます。たとえ言葉をつけ加えたとしても、それが月並みな表現であっ

たり、限られた表現しかなかったとしたら、想いはほとんど伝わらない

のです。

自分の考えや気持ちを、きちんと相手に伝えることは大変難しいこと

です。人間は一人ひとり感じ方・考え方はさまざまで、10人いれば10通

りの感じ方・考え方があります。だからこそ、自分の感じ方・考え方を

正確に表すためには、たくさんの言葉や表現方法が必要となります。自

分の考えや気持ちを一方的にぶつけるだけの会話は、本当の意味で会

話として成り立っているとは言えません。それだけではなく、間違った

状態で伝わってしまう可能性も考えられます。これでは、仕事もスムー

ズにいかないばかりか、人間関係もこじれてしまうでしょう。

「あなたの言葉、足りていますか？」 第1章

自分の考えや気持ちを、相手に伝えるとき3

ボキャブラリーが少ないと、情報も正確に伝えられない
し、自分の気持ちも勘違いして受け取られてしまう。
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たくさんの言葉を覚えることはもちろん大切ですが、それだけで表現

が豊かになるというわけではありません。

たとえば言葉をたくさん知っていたとしても、正しくそしてより多くの

ことを感じ取る力がなければ、あるいは感じ取ったことを理解する力が

なければ、結局は言葉を使う機会が得られないのです。自分が感じ取

った以上のことを言葉で表現することはできません。つまり、「INPUT

（受け取り、考える力）」がなければ、「OUTPUT（言葉を使い、言い表

す力）」も豊かにはならないということです。

では、「INPUT（受け取り、考える力）」にはどのようなものがあるか、

順にみていきましょう。

自分が五感で感じるさまざまな状況や出来事、また、そこから感じ取

った感情を、まずは正しく受け止めることが大切です。たとえば、現実

に起きた事件について、事件の事実関係を間違って受け取めていた場

合、事件のことをあなたから他人に伝えようとしても、それを正しく表

現することができなくなり、ちゃんと理解してもらえないでしょう。自分が

感じたことを自分以外の人にわかってもらうためには、最初にあなたが

正しく感じ取っていなければならないということなのです。

さまざまな状況や出来事、風景など、ただ見たまま、聞いたままを受

け止めるのではなく、自分から積極的に情報を集めようとすることで、

より深くいろいろなことを感じ取ることができます。目の前の風景や出

来事から感じ取れることは、１つだけではないのです。たとえば、同じ

１つの風景を見た場合でも、ただ「きれいだな」と思う人もいれば、「き

れいだな。これはきっと周囲の地形が特別だからだ」と、その背景まで

感じ取る人もいるでしょう。１つのことからたくさんのことを感じ取れた

ら、それだけたくさんのことが表現できるようになります。

言葉を覚えるだけじゃ表現の幅は広がらない3

正しく感じ取るPOINT 1

感性を豊かにして多くのものを感じ取るPOINT 2




